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Bluetooth機器との接続
Bluetooth機器とコムパイロットのペアリングが完了し
たら、使用（通話）の前に機器同士を接続する必要があ
ります。携帯電話、PCなどの場合、登録したBluetooth
機器一覧で確認できます。接続の手順はそれぞれの取
扱説明書をご確認ください。Bluetooth送信器などの場
合は、ペアリング完了後自動的に接続を行います。

携帯電話とコムパイロットの接続は、双方の電源がオン
の状態で通信可能な範囲にある間は維持されます。い
ずれか一方の電源をオフにしたり、通信範囲外に移動し
たあとは再度接続操作が必要になる場合がございます。

接続可能な機器の数
コムパイロットは、最大8台までのBluetooth機器をペ
アリングすることができます。

また、最大4台のBluetooth機器を同時に接続すること
ができます。
これをマルチポイントペアリングと呼び、HFP（ハンズフ
リー）またはHSP（ヘッドセット）プロファイルで2台、
A2DP（オーディオ）プロファイルで2台まで同時接続可
能です。ただし、同時に使用できるのはそのうち1台の
みです。



30

例として2台の携帯電話を接続し、同時待ち受け可能に
するための手順をご紹介します。

1.  1台目の携帯電話とコムパイロットをペアリングし 
ます。

2.  2台目の携帯電話とコムパイロットをペアリングし 
ます。

3.  1台目の携帯電話の操作メニューからBluetoothの項
目を開き、登録したBluetooth機器一覧からコムパイ
ロットを選択し、接続し直します。

いずれか一方の電話で通話を行なっている場合、もう片
方の電話に着信があっても、コムパイロットでその電話
を受けることはできません。

コムパイロットから全てのペアリング情報を削除したい
場合は、次の操作を行なってください。

1.  コムパイロットの電源をオンにする
2.  接続ボタン（ ）を押しながら音量調節ボタン（ ）
を約10秒長押しします。オーディオ状態表示が青色
の素早い点滅になったあと、消灯すれば完了です。
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携帯電話とコムパイロットを初めて使用する際は、あら
かじめペアリング作業（27ページ）を行なってください。

携帯電話の待ち受け時は、コムパイロットの電源をオン
にし、ネックループを取り付けて首に正しく装着してく
ださい。

携帯電話とコムパイロットの使用について

携帯電話とコムパイロットの通信について

通話の際、相手の
声はBluetoothで
コムパイロットに
送られ、コムパイ
ロットから補聴器
に送られます。ま
た、コムパイロッ
トには高性能な
指向性マイクを搭
載しており、コム
パイロットのマイクが自分の声を拾いますので、電話機
自体を手に持たずにハンズフリーでの通話が可能にな
ります。

Bluetooth デジタル信号

通話
（受信）

通話（送信）

通話（受信）
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コムパイロットで電話を受ける

携帯電話とコムパイロットがBluetoothの通信範囲から
外れたときは通話中であっても通信が切断されますの
でご注意ください。

コムパイロットのマイクは、周囲の騒音を抑制して話し
手の声を十分に拾うことができるよう側面に設置され
ています。
通話の際はコムパイロットを首にかけたまま①のように
お話しください。騒音下においては②のように口元に近
づけてください。その際、③のようにコムパイロットの
側面のマイクを手で塞がないよう注意してください。④
のように、コムパイロットを横向きにして使用しても音
質の向上にはなりません。

① ② ③ ④
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電話を受ける
携帯電話に電話がかかってくると、補聴器から着信音が
聞こえます。このとき、テレビや音楽プレーヤーを接続
しストリーミングを行なっていた場合でも着信が可能で
す。通話終了後、自動的にストリーミングを再開します。

着信を受けるときは、コムパイロットのメインボタン
（ ）を押してください。通話確立後、携帯電話の操作
は必要ありません。
通話を終了するときも、コムパイロットのメインボタン
（ ）を押してください。通話が終了し、元のプログラム
に戻ります。通話を終了する際、携帯電話側の操作でも
可能です。
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着信の際、補聴器から着信音が聞こえるまで最大5秒程
度かかることがあります。

着信拒否をするときは、着信音が止まるまで（約2秒）コ
ムパイロットのメインボタン（ ）を押し続けます。着信
を終了し、補聴器は元のプログラムに切り替わります。
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オプション
コムパイロットはメインボタン（ ）、もしくは接続（ ）
ボタンの長押しで下記の機能を呼び出せるよう設定する
ことができます。これらは、初期設定では無効になって
いますので、使用する際はお求めの販売店で設定を行
なってください。
コムパイロットでこれらの機能が使用可能かどうかは、
お使いの携帯電話に依存します。詳しくはお手持ちの電
話機の取扱説明書をご覧いただくか、電話機の製造元
にお問い合わせください。

1. リダイヤル 
  設定したボタンの長押しで、最後にかけた番号にも
う一度発信します。

2. 音声ダイヤル 
  設定したボタンの長押しでこの機能を呼び出したあ
と、コムパイロットマイクにダイヤルしたい相手の名
前を音声で入力します。（携帯電話を2台同時待ち受
けしている場合は、最後にペアリングした電話機の
み有効になります）
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3. 着信保留（ミュート） 
  通話中に設定したボタンの長押しで通話を一時保留
にすることができます。通話に復帰するときも同じ操
作を行います。このとき、相手との通話は確立したま
まですが、無音となります。保留中、メインボタン
（ ）を押すと通話を終了します。

4. 着信転送（受話器切替） 
  通話中に設定したボタンの長押しで、コムパイロット
から電話機に受話器を切り替えることができます。
補聴器を使用していない、他の方に電話を代わる際
などに使用します。電話機からコムパイロットに戻す
には、携帯電話側の操作が必要です。転送後、通話を
終了する場合も携帯電話側で操作します。
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オーディオ機器からの音声ストリーミングを行う際は、
ネックループを取り付けて首に正しく装着してくださ
い。

ケーブル接続
1. コムパイロットの電源をオンにします。

2.  携帯型音楽プレーヤーやゲーム機など、接続したい
機器のヘッドフォンジャックにオーディオケーブルを
接続します。

3.  オーディオケーブルの反対側のプラグを、コムパイ
ロットの外部入力端子に接続します。音声ストリーミ
ングが自動的に開始され、オーディオ状態表示が橙
色に点灯します。

オーディオ機器とコムパイロットの使用について
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音声ストリーミングを中断・再開するにはメインボタン
（ ）を押します。
ケーブル接続中は、ストリーミング中断中にメインボタ
ン（ ）を押しても、補聴器のプログラムを変更すること
はできません。

AUDIO
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Bluetooth接続
Bluetooth機能を搭載した音楽プレーヤ等があれば、
ケーブルを接続しなくてもワイヤレスで音楽を楽しむこ
とができます。

Bluetooth機器とコムパイロットを初めて使用する際
は、あらかじめペアリング作業（27ページ）を行なってく
ださい。

1. コムパイロットの電源をオンにします。

2.  Bluetooth機器の電源をオンにします。機器により、
自動的に再生するものとそうでないものが存在する
ため、必要に応じて再生ボタンなどを操作します。

3.  ペアリングと接続の操作が正しく完了していれば、ス
トリーミングが開始され、補聴器から音楽が聞こえ
ます。オーディオ状態表示が青色に点灯します。

Bluetooth機器のストリーミングを中断・再開するには
メインボタン（ ）を押します。
Bluetooth接続中は、ストリーミング中断中にメインボタ
ン（ ）を押しても、補聴器のプログラムを変更することは
できません。ストリーミングを終了するには、Bluetooth機
器の電源を切るか、Bluetooth機能をオフにしてください。



40

テレビ音声
コムパイロットを使用してテレビの音声を聞く場合は、
別売りの「フォナック テレビ リンク」をご使用ください。
Bluetooth機能によりワイヤレスでテレビをお楽しみい
ただけます。

フォナック テレビ リンクを使用する際の、コムパイロッ
トの操作については39ページ（Bluetooth接続）と同様
です。
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1.  コムパイロットに FM受
信機を取り付けます。

2.  FM送信機をテレビ・ラジ
オなどの音源の近くに置
くか、オーディオケーブル
で接続し、FM送信機の
電源をオンにします。

3.  FM送信機の音声を検知
すると、補聴器から確認
のビープ音が20秒間聞こ
えます。

4.  メインボタン（ ）を押す
と、FM送信機からの音
声が聞こえます。

FMシステム
コムパイロットはフォナック製FMシステムに対応して 
います。
FM受信機の取り付け方法は下図をご覧ください。
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FMシステムの使用を中断・再開するにはメインボタン
（ ）を押します。
FMシステム使用中は、メインボタン（ ）を押しても補
聴器のプログラムを変更することはできません。FMシ
ステムの使用を終了するにはコムパイロットからFM受
信機を取り外してください。
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複数の入力音源の切り換え

1つの入力音源だけで使用する場合（例えばテレビなど）
では、メインボタン（ ）を押すたびに一時停止と再開の
繰り返しとなります。

複数の音源が接続された状態では、コムパイロットのメ
インボタン（ ）を押すごとに決まった順序で入力音源
が切り換わります。

接続されていない音源がある場合は、自動的に次の音
源に進みます。

入力音源の切り換え順序は図の通りです。一巡すると音
声ストリーミングを一時停止して補聴器は元のプログラ
ムに戻ります。

元のプログラム

ケーブル接続

FM

Bluetooth 
オーディオ 2

Bluetooth 
オーディオ 1
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電源状態表示

*  コムパイロットの電源をオフにする時、Bluetooth機器との接
続を解除するまで確認ランプが赤く点滅することがあります
が異常ではありません。

**  ネックループが取り付けられていないときは、確認ランプは
コムパイロットの電源をオンにした時、ボタンを押した時と
充電中にのみ表示されます。

確認ランプについて

確認ランプでは次のような情報が確認できます。

充電中 赤色　点灯

充電完了 緑色　点灯

電源オン 緑色　2秒間点灯

電源オフ 赤色　2秒間点灯*

電池残量が20％以上 緑色　点滅**

電池残量が20％未満 赤色　短い点滅**
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バッテリーの状態
コムパイロットをリモコンとして使用する場合、ボタン
操作時の確認ランプの色で、電池残量を知ることがで
きます。

緑色：電池残量が20％以上
赤色：電池残量が20％未満

電源状態表示が赤色に変わったら、すみやかに充電を
行なってください。
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*  ケーブル接続または FMの時は、Bluetooth接続の状態にかか
わらず橙色となります。

オーディオ状態表示

ケーブル接続または FM* 橙色　点灯

Bluetooth携帯電話や 
音楽のストリーミング

青色　点灯

1台のBluetoothデバイスが 
接続

青色　短い点滅

2台のBluetoothデバイスが 
接続

青色　 短い点滅が 
2回ずつ

通話中 青色　点灯

Bluetoothペアリングモード 青色　速い点滅

接続テスト中 紫色　点灯
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コムパイロットをリセットする

1.  コムパイロットの電源ス
イッチをオンの位置にし
ます。

2.  接続（ ）ホーム（ ）
音量調節（ ）のボタン
を同時に2秒押し続け
ます。

3. 電源スイッチをOFFの位置にします。

4. 5秒間待ちます。

これでリセットが完了し、電源スイッチをオンにすると
通常の動作が可能になります。

リセットを行なっても、Bluetoothペアリングや各種設
定、補聴器とのグルーピングは保持されます。

何らかの理由で、コムパイロットが反応しなくなった場
合、次の手順でコムパイロットをリセットすることがで
きます。
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トラブルシューティング

症状 考えられる原因 対策

オーディオストリーミング
中に音が途切れる。

Bluetooth機器との距離
が遠いか、または体の後
ろ側に位置している。

Bluetooth機器とコムパイロットの距離を近づけてくださ
い。また、身体が障害物にならないよう前方にBluetooth
機器が来るようにしてください。

ペアリング済みBluetooth
機器の検索を行なって 
いる。

電源をオンにしてから2分間はペアリング済み機器の検
索を行なっています。しばらく経ってからストリーミング
を再開してください。

音楽の音量が大きすぎる、
または小さすぎる。
電話の音量が大きすぎる、
または小さすぎる。

接続する機器ごとの入力
音レベルが異なっている。

コムパイロットに接続する携帯電話やその他の機器ご
との音量を調節するには、それぞれの機器に設けられた
音量調節機能を使用してください。

騒音下で電話の声が聞き
にくい。

通話中の、補聴器のマイク
音量が大き過ぎる。

コムパイロットの音量調整ボタンを押して、補聴器のボ
リュームを下げます。
補聴器のボリュームを下げると電話の音量が小さい場
合、携帯電話側の音量調節を大きくしてください。

携帯電話の通話時、相手
には自分の声が届くが、相
手の声が聞こえない。

電話機に着信転送を行っ
た。

電話機側のメニューから、受話器切替をコムパイロット
に切り替えてください。切り替え方法は電話機によって
異なります。お使いの電話機に付属の取扱説明書をご覧
ください。

携帯電話の仕様で、発信
時に受話器切替が必要。
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症状 考えられる原因 対策

オーディオストリーミング
中に音が途切れる。

Bluetooth機器との距離
が遠いか、または体の後
ろ側に位置している。

Bluetooth機器とコムパイロットの距離を近づけてくださ
い。また、身体が障害物にならないよう前方にBluetooth
機器が来るようにしてください。

ペアリング済みBluetooth
機器の検索を行なって 
いる。

電源をオンにしてから2分間はペアリング済み機器の検
索を行なっています。しばらく経ってからストリーミング
を再開してください。

音楽の音量が大きすぎる、
または小さすぎる。
電話の音量が大きすぎる、
または小さすぎる。

接続する機器ごとの入力
音レベルが異なっている。

コムパイロットに接続する携帯電話やその他の機器ご
との音量を調節するには、それぞれの機器に設けられた
音量調節機能を使用してください。

騒音下で電話の声が聞き
にくい。

通話中の、補聴器のマイク
音量が大き過ぎる。

コムパイロットの音量調整ボタンを押して、補聴器のボ
リュームを下げます。
補聴器のボリュームを下げると電話の音量が小さい場
合、携帯電話側の音量調節を大きくしてください。

携帯電話の通話時、相手
には自分の声が届くが、相
手の声が聞こえない。

電話機に着信転送を行っ
た。

電話機側のメニューから、受話器切替をコムパイロット
に切り替えてください。切り替え方法は電話機によって
異なります。お使いの電話機に付属の取扱説明書をご覧
ください。

携帯電話の仕様で、発信
時に受話器切替が必要。
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症状 考えられる原因 対策

ペアリングを行ったの 
に、コ ム パイロットが
Bluetooth機器から認識
されなくなった。

コムパイロットがスリープ
（省電力）モードになって
いる。

電源を入れなおしてください。
電源をオンにしてから2分間はペアリング済み機器の検索
を行います。その際に対象機器が検出できない場合、コム
パイロットは電力を節約するためにスリープモードに移行
します。

Bluetooth機器との距離
が遠い。

1m以内の範囲で再試行してください。

ペアリング情報が削除さ
れた。 

Bluetooth機器をペアリングしなおしてください。
コムパイロットは、最大8台のBluetooth機器とペアリ
ングできますが、それ以降は古いペアリング情報が新し
いペアリング情報に上書きされる可能性があります。

ストリーミングを行なって
いないのに、補聴器がスト
リーミング状態に切り替
わる。

メール着信音や各種お知
らせ音が鳴っている。
キー操作音が有効になっ
ている。

携帯電話によっては、着信時だけでなく、メールや様々
なお知らせ音、キー操作音などもコムパイロットに送信
する場合があります。
お使いの携帯電話で、これらのサウンド設定を無効にし
てださい。

携帯電話を操作すると 
補聴器から操作音が聞こ
える。

キー操作音が有効になっ
ている。

お使いの携帯電話で、キー操作音を無効にしてださい。
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症状 考えられる原因 対策

ペアリングを行ったの 
に、コ ム パイロットが
Bluetooth機器から認識
されなくなった。

コムパイロットがスリープ
（省電力）モードになって
いる。

電源を入れなおしてください。
電源をオンにしてから2分間はペアリング済み機器の検索
を行います。その際に対象機器が検出できない場合、コム
パイロットは電力を節約するためにスリープモードに移行
します。

Bluetooth機器との距離
が遠い。

1m以内の範囲で再試行してください。

ペアリング情報が削除さ
れた。 

Bluetooth機器をペアリングしなおしてください。
コムパイロットは、最大8台のBluetooth機器とペアリ
ングできますが、それ以降は古いペアリング情報が新し
いペアリング情報に上書きされる可能性があります。

ストリーミングを行なって
いないのに、補聴器がスト
リーミング状態に切り替
わる。

メール着信音や各種お知
らせ音が鳴っている。
キー操作音が有効になっ
ている。

携帯電話によっては、着信時だけでなく、メールや様々
なお知らせ音、キー操作音などもコムパイロットに送信
する場合があります。
お使いの携帯電話で、これらのサウンド設定を無効にし
てださい。

携帯電話を操作すると 
補聴器から操作音が聞こ
える。

キー操作音が有効になっ
ている。

お使いの携帯電話で、キー操作音を無効にしてださい。
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症状 考えられる原因 対策

携帯電話に接続すると、
勝手に音楽プレーヤーが
起動する。

携帯電話の仕様によるもの。

一部の電話機は、自動的に音楽プレーヤーを起動するよう
設計されたものが存在します。その場合、これはコムパイ
ロットが原因の症状ではなく、正常な動作となります。
自動的に音楽プレーヤーを起動しないよう設定すること
ができるかどうかはお使いの電話機に付属の取扱説明書
をご覧ください。

電話が鳴っても補聴器か
ら着信音が聞こえず、確
認ランプも青色にならな
い。

携帯電話のBluetooth機能
がオフになっている。

携帯電話のBluetooth機能がオンになっているかご確認
ください。

コムパイロットと携帯電話
が接続されていない。

1． お使いの携帯電話のBluetooth機能を一旦オフにし
て、再度オンにします。

2． コムパイロットの電源を一旦オフにして再度オンにし
ます。コムパイロットは電源をオンにしてから2分間、
ペアリング済み機器の検索を行ないます。

3． 携帯電話の「Bluetooth機器リスト」などでコムパイ
ロットを選び、接続します。

ペアリングが未完了。 ペアリングを行なってください。

携帯電話との距離が遠い。
コムパイロットをネックループで首に正しく装着し、
携帯電話をコムパイロットから 5m 以内に設置して
ください。
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症状 考えられる原因 対策

携帯電話に接続すると、
勝手に音楽プレーヤーが
起動する。

携帯電話の仕様によるもの。

一部の電話機は、自動的に音楽プレーヤーを起動するよう
設計されたものが存在します。その場合、これはコムパイ
ロットが原因の症状ではなく、正常な動作となります。
自動的に音楽プレーヤーを起動しないよう設定すること
ができるかどうかはお使いの電話機に付属の取扱説明書
をご覧ください。

電話が鳴っても補聴器か
ら着信音が聞こえず、確
認ランプも青色にならな
い。

携帯電話のBluetooth機能
がオフになっている。

携帯電話のBluetooth機能がオンになっているかご確認
ください。

コムパイロットと携帯電話
が接続されていない。

1． お使いの携帯電話のBluetooth機能を一旦オフにし
て、再度オンにします。

2． コムパイロットの電源を一旦オフにして再度オンにし
ます。コムパイロットは電源をオンにしてから2分間、
ペアリング済み機器の検索を行ないます。

3． 携帯電話の「Bluetooth機器リスト」などでコムパイ
ロットを選び、接続します。

ペアリングが未完了。 ペアリングを行なってください。

携帯電話との距離が遠い。
コムパイロットをネックループで首に正しく装着し、
携帯電話をコムパイロットから 5m 以内に設置して
ください。



54

症状 考えられる原因 対策

携帯電話に着信があって
も着信音が補聴器から聞
こえない。オーディオ状
態表示は正しく青色に点
灯している。

コムパイロットと補聴器が
通信できない。

コムパイロットをネックループで首に正しく装着してくだ
さい。

携帯電話がマナーモード
になっている。

マナーモードを解除するなど、携帯電話の着信音を有効
にしてください。

2台同時待ち受けを行なっ
ていて、すでに1台で通話
を行なっている。

1台目で通話をしている間、2台目の電話機の着信音は
補聴器から聞こえません。

ペアリングが未完了。 ペアリングを行なってください。

通話中、相手に自分の
声が届かない、もしくは
自分の声が聞きにくいと
言われる。

コムパイロットのマイク
が塞がっている。

コムパイロットのマイクの開口部が身体や衣服、ま
た汚れや異物で塞がっていないか確認してください。

コムパイロットの向きが
正しくない。

コムパイロットが正しく装着されていない可能性が
あります。コムパイロットを横向きにしたりせず、ネッ
クループのプラグがまっすぐ自分の口に向かう角度に
なっているか確認してください。

衣擦れ音が混じっている。
衣服とコムパイロットが擦れ合わないようにしてくだ
さい。
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症状 考えられる原因 対策

携帯電話に着信があって
も着信音が補聴器から聞
こえない。オーディオ状
態表示は正しく青色に点
灯している。

コムパイロットと補聴器が
通信できない。

コムパイロットをネックループで首に正しく装着してくだ
さい。

携帯電話がマナーモード
になっている。

マナーモードを解除するなど、携帯電話の着信音を有効
にしてください。

2台同時待ち受けを行なっ
ていて、すでに1台で通話
を行なっている。

1台目で通話をしている間、2台目の電話機の着信音は
補聴器から聞こえません。

ペアリングが未完了。 ペアリングを行なってください。

通話中、相手に自分の
声が届かない、もしくは
自分の声が聞きにくいと
言われる。

コムパイロットのマイク
が塞がっている。

コムパイロットのマイクの開口部が身体や衣服、ま
た汚れや異物で塞がっていないか確認してください。

コムパイロットの向きが
正しくない。

コムパイロットが正しく装着されていない可能性が
あります。コムパイロットを横向きにしたりせず、ネッ
クループのプラグがまっすぐ自分の口に向かう角度に
なっているか確認してください。

衣擦れ音が混じっている。
衣服とコムパイロットが擦れ合わないようにしてくだ
さい。
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症状 考えられる原因 対策

通話中、相手に自分の
声が届かない、もしくは
自分の声が聞きにくいと
言われる。

周囲の雑音が大きすぎる。

コムパイロットには、騒音低減技術を内蔵していますが、
あまりにも雑音の多い環境は避けてください。

相手の電話機の音量を上げてもらってください。

コムパイロットが応答し
ない。または電源をオン
にしても確認ランプが点
灯しない。

充電ができていない。 最低1時間以上充電を行なってください。

ソフトウェアのエラーが発
生している。

コムパイロットに接続されているケーブル、FM受信機な
どを全て取り外します。その後コムパイロットの電源を
一旦オフにして再度オンにします。

コムパイロットをリセットしてください。

コムパイロットの使用可
能時間が極端に短い。

初めて使用する、もしくは
しばらく使っていなかった。

初めてコムパイロットをご使用になる際は、充電池がま
だ完全に機能してない可能性がございます。
最初の充電は最低3時間以上連続で行なってください。
また、2～3回の放充電を繰り返してください。
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症状 考えられる原因 対策

通話中、相手に自分の
声が届かない、もしくは
自分の声が聞きにくいと
言われる。

周囲の雑音が大きすぎる。

コムパイロットには、騒音低減技術を内蔵していますが、
あまりにも雑音の多い環境は避けてください。

相手の電話機の音量を上げてもらってください。

コムパイロットが応答し
ない。または電源をオン
にしても確認ランプが点
灯しない。

充電ができていない。 最低1時間以上充電を行なってください。

ソフトウェアのエラーが発
生している。

コムパイロットに接続されているケーブル、FM受信機な
どを全て取り外します。その後コムパイロットの電源を
一旦オフにして再度オンにします。

コムパイロットをリセットしてください。

コムパイロットの使用可
能時間が極端に短い。

初めて使用する、もしくは
しばらく使っていなかった。

初めてコムパイロットをご使用になる際は、充電池がま
だ完全に機能してない可能性がございます。
最初の充電は最低3時間以上連続で行なってください。
また、2～3回の放充電を繰り返してください。
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入浴時や水泳、また夏場における車のダッシュ
ボードの上などの高温・多湿の場所で使用したり
放置しないでください。

フィットネスやスポーツなどを行うときには使用し
ないでください。また、肌に直接触れるような使
用方法は避けてください。

X線照射、CTまたはMRIスキャンは、破壊したり、
悪影響をコムパイロットの正しい機能に影響を与
える可能性があります。

落下や過度の振動、衝撃を与えないでください。

各プラグに汚れや異物が入らないよう注意してく
ださい。

コムパイロットを乾燥させる目的で電子レンジや
その他加熱を行う装置は使用しないでください。

重要なお知らせ

お手入れ方法
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お手入れの際、家庭用洗剤（洗濯粉・石鹸など）や
アルコールは絶対に使用しないでください。

コムパイロットと補聴器が通信を行なっている間、
ネックループを取り外さないでください。

長さが3 mを超えるUSBまたはオーディオケーブル
を接続しないでください。

コムパイロットを使用しない時は、電源をオフに
し安全な場所に保管してください。
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安全上の注意点

3歳未満のお子様の手の届かないところに保管し
てください。

コムパイロットを首にかけたまま、補聴器との調
整を行わないでください。

リモコンとして手に持って使用する際、ネックルー
プだけでなくコムパイロットに接続されているケー
ブル、FM受信機などを全て取り外してください。

電子機器の使用が禁止されている区域では使用
しないでください。
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品質保証期間とアフターサービス

•  コムパイロットの無償保証期間は、お買い上げ日より
1年間です。

•  製品に同梱している保証書に「販売店名」「お買い上げ
年月日」などが記載されていることを確認の上、大切
に保管してください。

•  お客様、または第三者による誤った使用、過失、故意
または改造による故障の場合は有償修理となります
のでご了承ください。 

•  保証期間内の修理の際には、保証書が必要となります。

•  本製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の
全部または一部を変更する場合がありますので、あら
かじめご了承ください。
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CE 記号は、アクセサリー類を含む製
品が医療機器指示文 93/42/EEC と
R＆TTE 指示文199/5/EC のラジオ
と通信機器・送信機の基準を満たし
ていることを示しています。

この記号は、補聴器を使われる人が
取扱説明書に書いてある内容を読
み理解してもらうことが大事である
ことを示しています。

ゴミ箱に×印の記号は、通常と異な
るごみ処理が要求される可能性があ
ることを意味します。処分される際
はお住まいの自治体が定める方法
に従ってください。

XXXX

XXXX

XXXX
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